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木野山孝志 後援会 
平成１８年１０月５日 ＮＯ．８ 

８
月
２
０
日
高
蓋
・

桑
木
地
区
で
平
石
池

の
外
来
魚
「
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
」
退
治
の
池

替
え
が
盛
大
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。 
生
態
型
を
こ
わ
さ

な
い
よ
う
に
！ 

  

９
月
定
例
会
は
、
９
月
１

９
日
に
招
集
さ
れ
、
２
２
日

ま
で
の
２
日
間
開
か
れ
ま
し

。 

例
会
は
、
９
月
１

９
日
に
招
集
さ
れ
、
２
２
日

ま
で
の
２
日
間
開
か
れ
ま
し

。 

た

 

今
回
の
定
例
会（
第
６
回
）

で
は
、
平
成
１
８
年
９
月
度

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
補

正
予
算
、
神
石
高
原
町
乳
幼

児
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

等
、２
５
議
案
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。 

た

 

今
回
の
定
例
会（
第
６
回
）

で
は
、
平
成
１
８
年
９
月
度

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
補

正
予
算
、
神
石
高
原
町
乳
幼

児
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

等
、２
５
議
案
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。 

  

補
正
予
算 

補
正
予
算 

  

一
般
会
計
・
特
別
会
計
で

３
億
２
，
２
９
２
万
円
の

増
額 

  
 

ほ
と
ん
ど
が 

災
害
復
旧
費 

 
 

   

平
成
１
８
年
９
月
定
例
会 

平
成
１
８
年
度

９
月
補
正
予
算
は
、
一
般
会

計
で
２
億
６
，６
２
６
万
円
、

特
別
会
計
で
５
，
６
６
５
万

円
増
額
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
１

０
６
億
４
，
３
２
９
万
円
、

６
４
億
３
，
３
１
７
万
円
と

り
ま
し
た
。 

な

 

一
般
会
計
で
は
、
本
年
７

月
１
～
２
日
、
１
８
～
１
９

日
の
梅
雨
集
中
豪
雨
に
よ
る

災
害
復
旧
費
の
３
億
７
９
１

万
円
が
、
特
別
会
計
で
は
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で

保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業

の
拠
出
金
と
し
て
の
４
，
５

０
０
万
円
の
計
上
が
主
な
も

の
で
す
。 

 

町道美野江線工事
 、

平成１８年７～９月度補正予算明細表                        単位；千円  

会 計 名 称 当初予算額 7̃8月補正額 9月補正額 補正後予算額 

一 般 会 計 10,349,991 27,036 266,265 10,643,292

特 別 会 計 6,376,519 0 56,653 6,433,172

 国民健康保険会計事業勘定 1,271,231 0 53,655 1,324,886

    〃    診療施設〃 6,000 0 0 6,000

 老人保健特別会計 2,532,839 0 0 2,352,839

 介護保険 〃 保険事業勘定 1,704,311 0 270 1,704,581

   〃  〃 介護ｻｰﾋﾞｽ 〃 48,063 0 0 48,063

 簡易水道事業特別会計 497,193 0 728 497,921

 飲料水供給事業 〃 35,028 0 0 35,028

 農業集落排水事業 〃 250,943 0 2,000 252,943

 観光施設事業   〃 30,811 0 0 30,811

 分収育林事業   〃 100 0 0 100

   合      計 16,726,510 27,036 322,918 17,076,464



◎
人
権

護
委
員
候
補
者 

擁

「
前
原 

弘
臣
」
さ
ん 

神
石
高
原
町
小
野

「
佐
伯 

知
省
」
さ
ん 

神
石
高
原
町
階
見 

 

◎
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
た
の
で
助
成
額
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。 

★
乳
幼
児
医
療
費 

 

★
ひ
と
り
親
家
庭
等 

★
老
人
医
療
費 

★
重
度
心
身
障
害
者 

 ◎
出
産
一
時
金
支
給
額
の
改

正 

★
３
０
万
円
か
ら
３
５

万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

 ◎
障
害
者
自
立
支
援
法
の
制

定
に
よ
り
、
障
害
者
相
談
支

援
事
業
を
実
施
す
る
事
に
な

ま
し
た
。 

り

 

本
町
は
、
福
山
市
に
事
務

委
託
し
ま
し
た
。 

議
決
さ
れ
た
議
案 

 

平成１８年９月度 補正予算明細表（主なもの）                 単位；千円 
款 費 目 金 額 説  明 

総務費 行政財産管理費 2,741 測量設計委託料 
民生費 社会福祉総務費 ▲1,468 福祉タクシー精算分 

塵芥処理費 1,500 ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ油屋集会施設ﾄｲﾚ 衛生費 
簡易水道費 ▲16,000 繰出し金 
農村総合整備事業費 31,520 県営中山間整備（農道 2、防火水槽等） 農林水産業費 
造林整備費 15,990 林業再構築ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（城山、父木野） 

商工費 公園費 1,934 ｽｺﾗ、星居山、紙ﾋｺｰｷﾀﾜｰ 
土木費 道路新設改良費 26,564 県道整備（13路線）単県町道整備等 
消防費 消防施設費 ▲9,700 中山間県営事業消防施設負担金 
教育費 学校管理費 1,000 豊松中学校ﾄｲﾚ、油木中雨漏り 

農地･施設復旧費 232,438 施設 51、農地 34 
林道復旧費 21,032 三木線など 4ヶ所 

災害復旧費 

土木施設復旧費 54,440 宮谷川、美野江線など 7ヶ所 
 

旧
油
木
町
時
代
に
開
発

さ
れ
商
業
集
積
地
と
し
て

そ
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て

い
た
町
有
地
（
４
，
３
５

町
有
土
地
売
却 

０
㎡
）
の
内
、
１
，
０
６

０
㎡
が
、
３
，
０
０
０
万

円
で
、
Ｊ
Ａ
福
山
市
に
売

却
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。 

 

油
木
支
所
事
務
所
と
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
併
設

さ
れ
る
予
定
。 

 

 

産業建設常任委員会先進地視察調査 
 平成１８年８月２３日～２４日の２日間にわたり、香川県三豊市財田町・徳島県美馬市美馬町にて集

落営農・農業法人の具体的な取組みについて、①農業法人・㈲「林泉」②㈲佐藤農園を視察・調査しま

した。 
 ☆ ㈲林泉 水稲 5ha、小麦 5ha、作業受託 6ha 社員 8名 資本金 310万円 
 ☆ ㈲佐藤農園 水稲 4ha、ｼﾞｬﾔｶﾞｲﾓ、ﾀﾏﾈｷﾞ、ｷｬﾍﾞﾂ、ﾑｷﾞ等 3ha、社員 1名、ﾊﾟｰﾄ 9名 資 300万 
調査の結果は、 
 ①視察した 2法人とも出発は営農組合だが、限界を感じ、農業法人（有限会社）化している。故に、
企業経営の理念を強く打ち出し、地域農業の維持・活性化への貢献を第一に、信頼してもらい長続きす

るようにと、日々研究・努力されている。 
特に法人の立上げには、強烈なリーダーシップと粘り強さ、説得力が必要と感じました。 
 ②作るのは専門だが売るのは素人。それでは経営は成り立たない。一般市場や JA はあてにせず、自
分で販路を開拓していきます。両法人ともおなじ弁。少しショックを受けた視察研修でした。 

 

㈲林泉 視察研修



 
 

今
回
の
一
般
質
問
は
当

面

 

活

公
債
費

率

実

新
聞
で

道

れ
本

な
り
深

な

況
で

期
総
合

設

画

の
か
。

政

全
化

プ

は

う
す

。 

弁

せ
て

と

約

中

で

は

え
ま

出

け

し
く

ま

今
回
の
一
般
質
問
は
当

面

 

活

公
債
費

率

実

新
聞
で

道

れ
本

な
り
深

な

況
で

期
総
合

設

画

の
か
。

政

全
化

プ

は

う
す

。 

弁

せ
て

と

約

中

で

は

え
ま

出

け

し
く

ま

の
課
題
と
思
わ
れ
る
①
公

民
館
再
編
、
②
お
で
か
け
タ

ク
シ
ー
の
見
直
し 

③
財
政

問
題
、
の
３
点
に
絞
っ
て
町

長
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

公
民
館
に
つ
い
て
は
そ
の

の
課
題
と
思
わ
れ
る
①
公

民
館
再
編
、
②
お
で
か
け
タ

ク
シ
ー
の
見
直
し 

③
財
政

問
題
、
の
３
点
に
絞
っ
て
町

長
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

公
民
館
に
つ
い
て
は
そ
の

動
に
つ
い
て
各
地
区
の
取

組
み
が
違
い
、
財
政
の
事
も

あ
り
再
編
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
お
で
か
け
タ
ク
シ

ー
も
今
の
ま
ま
で
は
利
用
度

が
上
が
り
ま
せ
ん
。
ま
た
新

動
に
つ
い
て
各
地
区
の
取

組
み
が
違
い
、
財
政
の
事
も

あ
り
再
編
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
お
で
か
け
タ
ク
シ

ー
も
今
の
ま
ま
で
は
利
用
度

が
上
が
り
ま
せ
ん
。
ま
た
新

学
習
を
は
じ
め
社
会
教
育
を

意
図
的
・
組
織
的
に
行
な
う

施
設
で
あ
る
。 

自
治
振
興
会
活
動
は
、
住

民
が
主
体
的
に
地
域
づ
く
り

を
行
な
う
活
動
と
言
え
る
。

ひ
と
つ
の
自
治
振
興
会
が
そ

比

の

報

さ

刻

状

建

計

財

健

チ

ど

を
併

制

の

と

言

だ

詳

 

比

の

報

さ

刻

状

建

計

財

健

チ

ど

を
併

制

の

と

言

だ

詳

 

態
が町す

も
見へる１

で
のせ報

態
が町す

も
見へる１

で
のせ報

先
の
も
か
。
長
直
す
の
ア
の
か
時
間
質
問
ん
が
告
し

先
の
も
か
。
長
直
す
の
ア
の
か
時
間
質
問
ん
が
告
し

ロ
ー
答い
う
充
分
来
る
す
。

ロ
ー
答い
う
充
分
来
る
す
。公

公
民
設
立
動
と

民

に

館

動

に

る
自

は

う
違

て治振の
振
興
興
会
か
。

ま

そ

の

係

置

けし

た

編

分

が
、

れ

の
か

②

民
館

い

た
い

た

か
。

か

財
源

も

そ
う

た

再
編

ば

ら
な

 

動体る素はの
 

再処来みら検と
の

点

的

ど

の

。

案

示

、

の

様

反

編

想

か

出

の

的

の

題

ば

い

討

な

思

が

 

教

社

教
育

長設

公
民

で

り

Ｑ 

館

つ
い

 
 

①

活

と
自

会

よ

治

活

ど

う

た

の
活

拠

施
設

関

は
具

に

う
位

付

ら
れ

か

 

そ

て
、

に

さ
れ

再

案
で

そ

住
み

け

ど

に

映
さ

る

。

公

の

構

は
、

っ

何

ら

て
き

の

本

目

は
何

。

の

問

か
。

し

な

思

切
っ

再

も

し

け
れ

な

い

う

。 

Ａ

育

 

館
は
、

会

施

あ

生
涯

 
 

の

々
の
事
業
を
行
な
っ

い

館
は

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た

活
動

を

。 

、
自
治
振
興
会

確

化
と

公
民
館

動
を
明
確

化

る

公会
の
理
解
を

求

。 

ー
ネ
ッ
ト
整
備
な
ど
情

報

行
な
う
事
が
重
要
で
あ
る

住
み
分
け
に
つ
い
て
は
、

素
案
で
、
公
民
館
運
営
と
団

体
地
域
活
動

色
て

く
う
え
で
は
公
民

地
域
に
あ
る
ひ
と
つ
の
施

設
で
活
動
を
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
事
で
自
治
会
館
あ
る

い
は
区
民
館
と
言
う
事
に
な

る
。 

り
学
習
機
会
の
提
供
や
情
報

の
提
供
を
行
い
ま
た
地
域
と

の
連
絡
調
整
を
行
な
う
必
要

も
あ
る
事
か
ら
自
治
振
興
会

及
び
自
治
振
興
会
の
専
門
部

と
連
絡
を
取
り
な
が
ら

 

、

活

す

た
め
に

民
館
運
営

計
画
を
策
定
し
公
民
館
の
取

組
み
を
示
し
た
事
な
ど
で
、

こ
れ
ら
の
具
体
化
に
つ
い
て

は
、
自
治
振
興

や
体
育
協
会
、
地
区
社
協
等

の
取
組
み
を
整
理
し
相
互
に

協
力
し
て
行
く
事
、
そ
し
て

自
治
振
興
会
の
自
立
や
支
援

に
向
け
て
地
区
公
民
館
の
充

実
を
図
っ
て
行
く
事
、
自
治

振
興
会
の
活
動
拠
点
の
明

設
備
の
整
備
な
ど
行
な
っ

て
行
き
た
い
。 

 

Ｑ 

お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て 

 
 お

で
か
け
タ
ク
シ
ー
実

施
の
目
的
は
、
合
併
前
の
地

域
間
格
差
の
平
準
化
で
あ
り

め
な
が
ら
、
又
議
員
各
位

の
意
見
を
頂
き
な
が
ら
進
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

公
民
館
の
再
編
構
想
は

経
費
節
減
だ
け
を
目
的
に
し

た
の
で
は
な
い
、
と
言
う
事

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い

地
域
の
施
設
の
充
実
、
イ

ン
タ

ま

 

。

出
す

るり

、

が
見
つ
か
り

は
し
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

在
の
契
約
形
式
は
、
定

支
回

れ
ば
増
え
る
だ

け
業
者
負
担
額
が
増
え
て
い

く

す
か
ら
、
地
域
に
よ
っ
て

は
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
た
そ
う
で
な
い
地
域

も
出
て
く
る
。
結
果
と
し
て

利
用
者
数
、
回
数
が
減
少
し

た
の
は
、不
満
足
、割
高
感
、

等
色
々
言
わ
れ
ま
す
が
、
全

体
で
合
併
前
よ
り
生
活
交
通

確
保
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

た
事
が
主
た
る
原
因
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
業
者
側
か
ら
の
要

望
の
よ
れ
ば
売
上
げ
が
減
少

し
業
と
し
て
成
り
立
た
な
い

赤
字
で
あ
る
と
も
お
聞
き
し

ま
し
た
。
本
当
に
そ
ん
な
事

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
細
か

い
中
身
に
つ
い
て
は
業
者
に

事
業
実
態
の
資
料
を
提

１
９
年
度
も
公
民
館
は
廃
止
し
な
い 

教
育
委
員
会
方
針
（
素
案
）
を
発
表 

 

教
育
委
員
会
は
公
民
館
再
編
の
方
針
と
し
て
油
木
地
域
・
神
石
地
域
の
８
公
民
館
に
付
き
廃

止
の
方
向
で
検
討
し
て
き
た
が
、
９
月
定
例
会
に
於
い
て
来
年
度
は
分
館
と
し
て
存
続
す
る
素

を
示
し
た
。 

案

 

素
案
に
よ
る
と
、
地
区
公
民
館
に
館
長
と
事
務
職
を
配
置
し
、
８
地
域
公
民
館
は
分
館
と
し

館
長
は
置
か
ず
地
区
公
民
館
長
の
兼
務
と
す
る
。
三
和
地
区
の
高
蓋
分
館
は
新
た
に
総
合
セ
ン

タ
ー
長
を
配
置
し
セ
ン
タ
ー
長
が
兼
務
、
事
務
職
員
（
臨
時
職
員
）
を
置
く
。
来
見
分
館
に
は
、

館
長
で
は
な
く
嘱
託
員
を
配
置
す
る
。 

分

 

運
営
は
、
公
民
館
運
営
と
地
域
の
団
体
活
動
と
を
整
理
し
相
互
に
協
力
。
事
業
は
、
公
民
館

と
自
治
振
興
会
が
連
携
し
て
行
い
、
自
治
振
興
会
の
活
動
拠
点
を
明
確
化
し
支
援
す
る
。 

と
し
て
い
る
。 

一
般
質
問 

現
額

払
方
式
で
あ
り
、
利
用

が
増
え

よ
う
に
要
請
し
て
い
る
と

の
事
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
業
者
側
か
ら
も
強
い
不

満
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

 

ま
す
。

私
は
、
業
者
と
の
契
約
の

方
式
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り

よ
り
良
い
方
策

数事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。



業
者
に
と
っ
て
は
お
で
か
け

タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
増
え
れ

ば
増
え
る
ほ
ど
、
売
上
げ
が

減
り
経
費
が
増
え
る
と
い
う

状
態
に
な
る
訳
で
あ
り
ま
す

企
業
の
目
的
は
、
企
業
を

維
持
し
て
行
く
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
的
に

認
め
ら
れ
る
適
正
な
利
潤
の

追
求
を
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
契
約

方
式
で
は
そ
う
な
ら
な
い
。

業
者
間
競
争
も
期
待

 

、。 
で
き
な

い
。業
者
側
か
ら
利
用
を
増

や
し
て
い
こ
う
と
す
る
ア
イ

デ
ア
、
企
業
努
力
は
期
待
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。 

完
全
借
上
げ
契
約
方
式

で
ベ
タ
ー
な
の
か
、
契
約
方

式
の
見
直
し
、
変
更
も
視
野

に
入
れ
て
検
討
さ
れ
る
よ
う

提
案
致
し
ま
す
。 

 

Ａ 

町
長 

お
で
か
け
タ

ク
シ
ー
は

ビ
ス
の
平
準
化
だ
け
で
は
な

く
、
財
政
面
も
配
慮
し
て
の

事
も
あ
る
。 

契
約
方
式
の
変
更
、
定
額

、
合
併
前
の
サ
ー

支思
っ
て
基
本
的
に
見
直
し
て

行
き
た
い
。 

 

Ｑ 

財
政
対
策
に
つ
い
て 

 

先
の
新
聞
報
道
に
よ
る

と
、
本
町
は
新
基
準
に
よ
る

実
質

19.8%

払
の
方
法
の
変
更
と
、
基

本
的
な
根
本
か
ら
見
直
せ
と

の
提
言
を
頂
い
た
。 

そ
う
だ
と
は
思
う
が
、
契

約
は
、
合
意
が
あ
っ
て
の
事

で
あ
る
。
で
す
か
ら
、
そ
の

上
で
双
方
が
両
立
す
る
よ
う

な
、
変
更
・
協
議
を
し
て
行

き
た
い
。
利
用
者
も
含
め
ば

三
方
が
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

公
債
費
比
率
が

と

18%

な
け

れ

、

え
る
事
が

可
能

の
か

そ
う
す
る
た

め

は

す

 

決
し
ま
せ
ん
。

①

18,19,20も
の
は

何長
期
総
合
計
画
の
策
定
年
で

 

疎
地
域
自
立
促

進

画
、
合
併
後
約
２
０
億

の

い

る
新
規
の
建
設
計
画
な
ど
の

見

 
報
ネ

、
消

。 

な
っ
て
お
り
、

を
超

え
て
い
る
の
で
地
方
債
の
発

行
に
は
財
政
運
営
の
計
画
を

た
て
て
県
の
許
可
を
得

ば
な
ら
な
い
事
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

公
債
費
比
率
を
、
長
期
的

に
市
町
村
運
営
の
正
常
な
値

18

％
以
内
に
抑

な

、

に

ど
う

べ
き
か
。

な
に
ご
と
も
、
問
題
点
が

起
こ
れ
ば
、
そ
の
原
因
を
つ

き
と
め
る
こ
と
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
、
解

な
ぜ
、
こ
ん
な
事
に
な
っ

た
の
か
。
平
成

年

度
返
済
分
は
、
い
つ
の
借
入

れ
分
で
、
そ
の
主
な

直
し
も
有
り
得
る
の
か
。

③
特
に
、
地
域
開
発
と
し
て

の
井
関
住
宅
団
地
、
情

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

防
施

設
整
備
、
和
牛
の
里
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
新
規
投
資
を
必

要
と
さ
れ
る
事
業
計
画
は
、

予
定
通
り
実
行
で
き
る
の
か

 

か
。
予
定
さ
れ
る
、
今
後

の
推
移
は
。
を
お
伺
い
し
ま

す
。 次
に
、
本
年
は
、
本
町
の

あ
り
、
現
在
策
定
審
議
中
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
度
の
新

基
準
公
債
費
比
率
確
定
に
よ

り
、
②
現
在
の
過

計
円

投
資
を
予
定
さ
れ
て

 

Ａ 

町
長 

新
し
い
財
政

基
準
は
特
別
会
計
を
含
め
た

の
で
、
本
町
は
県
下
で
も

上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る

こ
の
解
消
に
つ
い
て
は

も

。 、

公

 

対
策
の
協

 

モ
デ
ル
事
業
が10

億

あ

、
農
林
道
整
備
事
業
へ

 

。 

 

一

廃

物
処
理
事
業

債

し

、

 

い

た

施

ヶ
原
芸

術額

行
な年

間

は

18%
 

厳

格

 

214

す

50し

。 

②
単
年
度

会

。

億

、
な

い

。 

 

財

行
中
だ
。 

債
費
負
担
適
正
化
計
画
を

県
と
協
議
を
し
て
い
る
。

こ
れ
が
何
故
そ
う
な
っ

た
か
に
つ
い
て
は
、 

多
く
を
充
当
し
て
い
る
。

施
設
と
し
て
は
、
斎
場
や

す
ら
ぎ
苑
、
本
庁
舎
、
支
所

庁
舎
、
町
立
体
育
館
、
が
高

額
借
入
れ
と
な
っ
て
い
る
。 

っ
た
。
こ
れ
も
全
て
自
己

財
源
で
は
な
か
っ
た
。 

一
般
公
共
事
業
債
、
一
般

単
独
事
業
債
に
つ
い
て
は
、

合
併
前
の
各
町
村
と
も
県
・

町
道 総

論
で
言
え
ば
、
合
併
前

に
、
国
の
景
気

力

と
し
て
各
自
治
体
と
も
色
々

多
く
の
の
公
共
事
業
を
行
な

っ
た
事
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
と
合
併
前
に
、
広
島

県
で公

営
住
宅
建
設
事
業
は

各
町
村
と
も
整
備
し
て
い
る

義
務
教
育
施
設
整
備
事

業
と
し
て
は
、
小
中
学
校
建

設
事
業
へ
の
充
当
で
、
油
木

小
学
校
建
設
・
三
和
中
学
校

建
設
が
大
き
い
。

実
質
公
債
費
比
率
は

を
超
え
る
。

真
摯
に
受
止
め
、
財
政
運

営
と
し
て
は
、
「
集
中
と
選

択
」、「
改
革
と
創
造
」
を

般

棄

と

て
は

広
域
で
整
備

し
た
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
、
最
終
処

分
場
、し
尿
処
理
場
が
あ
る
。

過
疎
債
や
辺
地
債
に
つ

て
は
、
町
道
・
農
林
道
整

備
、
水
道
施
設
整
備
へ
の
充

当
が
多
い
。
近
年
整
備
し

設
と
し
て
は
、
活
性
化
情

報
セ
ン
タ
ー
や
仙
養

村
整
備
、
堆
肥
施
設
、
総

合
交
流
促
進
施
設
、
ひ
か
り

の
里
文
化
ホ
ー
ル
、
農
産
物

加
工
施
設
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
統
合
中
学
校
等
が
高

 

借
入
れ
施
設
で
あ
る
。

適
正
化
計
画
を

う

が
、
今
後
借
入
れ
を
０
に
し

て
も
Ｈ
２
１
年
ま
で
３

に
実
施
し
て
事
業
の
吟
味

を
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

新
町
の
建
設
計
画
の

億
円
が
全
て
の
建
設
の
額
で

計
が
赤
字
に
な
ら
な
い
事

③
比
率
が
最
終
的
に25%

を
超
え
な
い
事
。
で
あ
る
。 

今
年
度
は
単
年
度
で26

円
あ
ま
り
の
償
還
を
行
い

新
規
借
入
れ
は13

億
円
弱

で
あ
る
。
実
質10

億
円
程

度
払
っ
て
い
く
。
こ
の
繰
返

し
で
、
長
年
掛
け
て
町
財
政

健
全
化
に
取
組
む
。 

町
広
報
に
も
公
債
費
負

担
の
適
正
化
計
画
を
全
て
明

ら
か
に
し
て
、
議
会
や
町
民

の
ご
理
解
を
頂
く
。 

こ
れ
か
ら
当
面
耐
乏
生

活
を
し
て
頂
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
ク
リ
ア
出
来
な
い

町
適
正
化
計
画
の
な
か

に
三
つ
の
制
約
が
あ
る
。
①

５
億
円
の
財
政
調
整
基
金
を

キ
ー
プ
す
る
事
。

が
今
の
ま
ま
で
行
け
ば
、

億
程
度
＋
α
の
減
額
を

こ
と
を
理
解
し
て
欲
し
い

井
関
住
宅
団
地
は
、
予
算

通
り
は
困
難
と
思
う
。
民
間

活
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

源
確
保
は
進


